
今月の主な内容
●市県民税・国保税申告のご案内
●市議会だより
●第4回
　　宿毛花へんろマラソン
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・・・・・・・17・24

人のうごき
（24．1．1 現在）

世帯数�10,257� －11
人　口�22,708� －39
 （男）� 10,628� －15
 （女）� 12,080� －24

12月中の
異動状況

出生�10
死亡�26
転入�25
転出�48

前月比

写真：平成24年成人式
（関連記事7ページ）
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②

市営西町地域振興住宅
入居者募集部屋配置図（立面）
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2号棟　募集室数：10室

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

・
田
ノ
浦
第
２
団
地
（
小
筑
紫
町

田
ノ
浦
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

・
二
ノ
宮
団
地
（
二
ノ
宮
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

・
師
高
瀬
第
２
団
地
（
平
田
町
戸
内
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
期
間

２
月
８
日
（水）
〜
２
月
２４
日
（金）

　
（
土
・
日
を
除
く
）

申
込
書
配
布
場
所

　
建
設
課
、
小
筑
紫
・
東
部
支
所

申
込
書
受
付
期
間

　
２
月
２２
日
（水）
〜
２
月
２４
日
（金）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

西
町
地
域
振
興
住
宅
入
居
者
募
集

所
在
地

　
西
町
４
丁
目
２
番
２０
号

間
取
り

　
３
Ｄ
Ｋ
（
６
帖
×
２
、４
帖
半
）

構
　
造

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建
て

　
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
無
）

契
約
方
式
　
定
期
借
家
方
式

家
　
　
賃
　
３
０
、０
０
０
円

共
益
費
　
　
２
、０
０
０
円

駐
車
場
　
　
１
、０
０
０
円

　
（
１
世
帯
に
１
台
の
み
）

敷
　
　
金
　
９
０
、０
０
０
円

　
（
家
賃
×
３
カ
月
）

募
集
戸
数
　
１０
室

　
（
全
室
リ
フ
ォ
ー
ム
済
み
）

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
場
所

　
建
設
課
、
小
筑
紫
・
東
部
支
所

受
付
期
間

随
時
受
付

（
土
・
日
・

祝
日
を

除
く
）

　
任
期
満
了
（
平
成
２３
年
１２
月
２５

日
）
に
伴
う
宿
毛
市
長
選
挙
は
、

昨
年
１１
月
２０
日
に
告
示
さ
れ
、
沖

本
年
男
氏
（
無
新
６３
）
と
中
西
清

二
氏
（
無
現
６２
）
の
２
人
が
立
候

補
し
、
７
日
間
の
選
挙
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
は
、
１１
月
２７
日
（日）
７
時
か

ら
１８
時
ま
で
（
一
部
投
票
所
は
１６

時
ま
で
）
市
内
４６
カ
所
の
投
票
所

で
行
わ
れ
、
引
き
続
き
２０
時
か
ら

行
わ
れ
た
開
票
の
結
果
、
沖
本
年

男
氏
が
初
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
沖
本
市
長
は
、
１２
月
２６
日
（月）
、

市
役
所
玄
関
で
職
員
ら
の
拍
手
に

迎
え
ら
れ
、
初
登
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
１０
時
か
ら
庁
議
を

開
き
、
幹
部
職
員
を
前
に
、「
職
員

と
と
も
に
、
一
丸
と
な
っ
て
市
政

発
展
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
む
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
引
き
続
き
多
忙

な
公
務
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

【問い合わせ先】建設課建築住宅係　蕁６３―１１２０

職
員
と
一
丸
と
な
り

市
政
発
展
の
た
め
に

取
り
組
む

情
報
コ
ー
ナ
ー

2月
如  月

February

新市長　沖本年男氏　初登庁



広報すくも  2012.2③

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事

業
は
、
宝
く

じ
収
益
金
を

財
源
に
、
（財）

自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
宝

く
じ
の
普
及

広
報
事
業
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し

て
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
四
季
の
丘
地
区
の

屋
外
放
送
施
設
整
備
に
助
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
整
備
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

地
区
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

④
決
め
ら
れ
た
回
数
の
ス
ク
ー
リ

ン
グ
を
受
け
、
締
め
切
り
ま
で

に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
テ
ス

ト
に
合
格
す
れ
ば
単
位
認
定
。

　
こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
必
履
修

科
目
を
含
め
て
７４
単
位
以
上
の
単

位
を
修
得
で
き
れ
ば
、
高
校
の
卒

業
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
３
年
間

で
卒
業
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

納
入
金

年
間
約
４
２
、０
０
０
円
（
教
材

お
よ
び
諸
経
費
含
む
）

入
学
定
員
　
１
０
０
名

入
学
資
格

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た

は
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
の
学
力

の
あ
る
方

出
願
期
間

・
前
期
１
次

　
３
月
５
日
（月）
〜
７
日
（水）

・
前
期
２
次

　
３
月
１９
日
（月）
、
２１
日
（水）

・
後
期

　
９
月
３
日
（月）
〜
５
日
（水）

入
学
選
考

　
書
類
審
査
、
面
接
な
ど

入
学
式

　
前
期
　
４
月
８
日
（日）

　
後
期
　
１０
月
７
日
（日）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
大
方
高
校
通
信
制

　
蕁
０
８
８
０
―

４
３
―

１
０
７
９

第
３３
回
解
放
文
化
祭
開
催
の

お
知
ら
せ

　
第
３３
回
解
放
文
化
祭
が
左
記
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時
・
内
　
容

２
月
１８
日
（土）

・
１３
時
〜
１７
時

　
作
品
展
示
公
開

・
１８
時
〜
２０
時

　
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

２
月
１９
日
（日）

・
９
時
３０
分
〜
１４
時
３０
分

　
作
品
展
示
公
開

・
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

　
催
し
物
発
表
会
、
販
売
コ
ー
ナ
ー

・
１３
時
〜
１４
時
３０
分

　
講
演
と
歌

「
笑
進
笑
明
」
日
浦
駿
介
と
仲
間

た
ち
〜
明
る
く
笑
っ
て
進
も
う

ぜ
〜

場
　
所

　
正
和
隣
保
館
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
正
和
隣
保
館

　
蕁
６
３
―

２
２
５
４

農
・
林
・
水
産
業
で
働
い
て

み
ま
せ
ん
か

〜
無
料
職
業
紹
介
業
務
の
実
施
に

つ
い
て
〜

　
平
成
２１
年
よ
り
、
一
次
産
業
の

振
興
と
雇
用
機
会
の
増
加
を
図
る

た
め
、
無
料
職
業
紹
介
業
務
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
職
を
お
探
し

の
方
（
求
職
者
）
や
働
き
手
を
求

め
て
お
ら
れ
る
方
（
求
人
者
）
の

登
録
を
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
業
務
は
一
次
産
業

の
紹
介
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
そ
れ
以
外
の
求
人
・
求

職
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
万
十
公

共
職
業
安
定
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
振
興
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
７

農
地
を
探
し
て
い
る
方
は
高

知
県
農
業
公
社
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い

　
高
知
県
農
業
公
社
で
は
、
売
り

た
い
、
貸
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

農
地
や
園
芸
ハ
ウ
ス
な
ど
を
所
有

し
て
い
る
方
か
ら
農
業
公
社
が
情

報
を
集
め
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
を
使
っ
て
、
経
営
規
模
を
拡
大

し
よ
う
と
す
る
意
欲
の
あ
る
農
業

者
や
、
農
業
を
始
め
よ
う
と
す
る

方
へ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
借
り
受
け
る
（
購
入
す
る
）

農
地
が
耕
作
放
棄
地
の
場
合
、
国

や
県
の
補
助
金
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
一
定
の
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
高
知
県

農
業
公
社
、
あ
る
い
は
本
市
の
担

い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
農
業
公
社

　
蕁
０
８
８
―

８
２
３
―

８
６
１
８

　
産
業
振
興
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
７

高
知
県
立
大
方
高
等
学
校

「
通
信
制
」
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
通
信
制
は
、
毎
日
学
校
に
通
学

す
る
の
で
は
な
く
、
自
宅
で
の
自

学
自
習
を
基
本
と
し
、
次
の
よ
う

な
学
習
方
法
で
高
校
の
卒
業
資
格

が
得
ら
れ
ま
す
。

①
教
科
書
や
学
習
書
を
参
考
に
し

な
が
ら
自
宅
で
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
し
、
添
削
指
導
を
受
け
る
。

②
日
曜
日
に
は
、
授
業
形
式
で
先

生
か
ら
指
導
を
受
け
る
ス
ク
ー

リ
ン
グ
を
実
施
。（
水
曜
日
は
補

充
日
）

③
前
期
・
後
期
の
最
後
に
、
そ
れ

ま
で
に
学
習
し
た
レ
ポ
ー
ト
の

ま
と
め
と
し
て
テ
ス
ト
を
実
施
。



④

１０８７６４３２

１

街区公園3号

肉処 和
宿毛店

なんかいリカー

済

済

 山
本

化
粧

品
店

桜町・藻津線

駅東１号線

高知新聞
宿毛支局

Tanimoto
Hair For Men
Tanimoto
Hair For Men

11-6
11-5

11-4

11-2

画 地

１１－２

１１－４

１１－５

１１－６

面積（坪）

５０

５０

８４

５０

画 地

１

２

３

４

６

面積（坪）

９９

９７

６０

５０

７８

画 地

７

８

１０

面積（坪）

６０

６０

９９

用途地域：近隣商業

第10回　梓立祭

【問い合わせ先】企画課　蕁６３―１１１８

　梓会では、早稲田大学建学の母・小野梓先
生を顕彰するとともに、青少年の健全育成等
を目指しています。
　当日は、児童・生徒の作文発表と、早稲田
大学からの表彰状ならびに譛坂本報效会・㈱
小松製作所からの記念品授与が行われ、記念
講演も予定しています。
　皆さんお誘い合わせの上、ぜひご来場くだ
さい。

宿毛駅東分譲地のご案内
宿毛都市計画事業宿毛駅東地区土地区画整理事業の「保
留地」１２区画（平成２４年１月１日現在）を分譲しています。

【問い合わせ先】　建設課都市計画係　蕁６３－１１２０

日　時　３月４日（日）　１５：００～
場　所　宿毛文教センター
内　容
　・小中学校の児童、生徒による発表
　・早稲田大学学生による発表
　・式典、賞状授与等
　・記念講演
　　　講師　早稲田大学文学学術院長

　　　大日方　純夫
お び な た すみお

 
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

参
加
費
　
無
　
料

主
　
催
　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

後
　
援
　
宿
毛
市
　
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

　
蕁
６
６
―

２
２
２
２

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
す
く
も
１
月
号

１１
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
ま
し
た
平
岡
さ
ん
の
お

名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正

し
く
は
、
平
岡
美
記
さ
ん
で
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

第
6
回
幡
多
ふ
れ
あ
い
医
療

公
開
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

内
　
容

１
う
つ
る
病
気
と
そ
の
防
ぎ
方

　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

　
内
科
医
長
　
川
村
昌
史

２
脳
卒
中
に
つ
い
て
学
ぼ
う

　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

　
脳
神
経
外
科
部
長
　
西
村
裕
之

日
　
時

　
２
月

１９
日

（日）

　
開
場
　

１３
時

　
開
始
　

１３
時

３０
分

場
　
所

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相

談
所
」
開
設
の
お
知
ら
せ

　
高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
法
務

局
の
業
務
に
関
す
る
休
日
相
談
所

（
無
料
）
を
開
設
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
土
地
、
建
物
や
会
社

の
登
記
手
続
、
相
続
や
遺
言
等
に

関
す
る
相
談
を
始
め
、
戸
籍
、
国
籍
、

供
託
、
人
権
に
関
す
る
相
談
、
土

地
の
境
界
に
関
す
る
相
談
、
契
約

や
遺
言
等
の
公
正
証
書
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
な
ど
の
予
約
は

不
要
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
２
月

１２
日

（日）

　
１０
時
〜

１５
時

開
設
場
所

　
高
知
地
方
法
務
局

（
高
知
市
栄
田
町
２
丁
目
２
番

１０

号
）

相
談
員

法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土

家
屋
調
査
士
、
公
証
人
、
弁
護

士
資
格
を
有
す
る
人
権
擁
護
委

員
【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
高
知
地
方
法
務
局
総
務
課

　
蕁
０
８
８
―

８
２
２
―

３
３
３
１

　
相
談
日
当
日

　
｜■■　
０
９
０
―

８
９
７
２
―

２
０
０
１

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
加
入
の
被
扶
養
者

の
皆
さ
ん
へ

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
に
加
入
し
て
い
る
被
扶
養

者
の
方
も
、
宿
毛
市
内
で
実
施
さ

れ
て
い
る
集
団
検
診
（
特
定
健
診
）

を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
診
す
る
に
は
、
協
会
け
ん
ぽ
が

発
行
し
て
い
る
「
受
診
券
」
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
受
診
券
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
受
診
券
の
発
行

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
協
会
け

ん
ぽ
高
知
支
部
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
健
診
の
予
約
に
つ
い
て
は
、

２２
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
ご
確
認
の
上
、

宿
毛
市
保
健
介
護
課
（
蕁
６
３
―

１

１
１
３
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
協
会
け
ん
ぽ
高
知
支
部

　
蕁
０
８
８
―

８
２
０
―

６
０
２
０

休
日
当
番
医
変
更
の
お
知
ら
せ

　
２
月
の
休
日
当
番
医
が
、

１１
日

は
川
村
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

１９
日

は
い
な
げ
胃
腸
科
内
科
へ
と
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８
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受 験 科 目

応 募 資 格

試 験 日

受 付 期 間
身 　 　 分

手 当 等

衣 食 住

概 　 　 要

予備自衛官補� 

平成２４年７月１日現在１８歳以上３４歳未満の者� 
  
平成２４年４月１３日（金）、１４日（土）、１５日（日）、１６日（月）� 
※いずれか１日を指定されます。� 
平成２４年１月１１日（水）～４月４日（水）� 
非常勤の特別職国家公務員� 
教育訓練招集手当：日額７，９００円（教育訓練参加日数分支給）� 
教育訓練招集旅費：教育訓練に応じて教育訓練に参加する場合、自宅から教育訓練実施駐屯地ま
　　　　　　　　　での交通費を支給します。� 
教育訓練招集間は食事・光熱費・宿泊費等無料� 

　普段は、社会人として、それぞれの職業に従事しながら、必要とされる練度を維持するため訓
練招集に応じます。有事には防衛招集に応じて出頭し、後方の警備や後方支援等の任務にあたる
とともに、特に必要があると認められる場合には、国民保護等招集に応じることとなります。ま
た、平時においても大臣が特に必要を認める場合には、災害招集に応じることとなります。

受 験 科 目

応 募 資 格

試 験 日

受 付 期 間
初 任 給
衣 食 住
休 日 休 暇

概 　 　 要

自衛隊幹部候補生（幹部自衛官）� 

平成２５年４月１日現在２２歳以上２６歳未満の者� 
  

１次試験：平成２４年５月１２日（土）� 
  
平成２４年２月１日（水）～４月２７日（金）� 
２１４，９００円（平成２３年４月１日現在）� 
食事・光熱費・宿泊費等無料� 
年次休暇（年間２４日）、夏季および年末年始の特別休暇等があり原則として週休２日制です。� 

　自衛隊組織の骨幹である幹部自衛官（パイロット要員含む。）として、必要な知識と技能を修
得するために幹部候補生学校にて教育を受けます。卒業後は初級幹部として部隊を指揮しながら、
さらなる知識と技能の修得に努め、「平和を、仕事にする。」責任を担っていきます。　　

【問い合わせ先】　自衛隊四万十地域事務所　蕁０８８０－３５－３０９６ 

今
月
の
行
政
相
談

日
　
時

　
２
月
２１
日
（火）
　
１３
時
〜
１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

宿
毛
市
行
政
相
談
委
員

　
松
岡
陽
一
　
蕁
６
６
―

０
１
１
０

　
福
田
延
治
　
蕁
６
７
―

１
７
７
８

※
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
総
務
課

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
説

明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の
一

部
規
定
が
適
用
猶
予
さ
れ
て
い
た
、

従
業
員
１
０
０
人
以
下
の
企
業
に

お
い
て
も
、
平
成
２４
年
７
月
か
ら

は
全
て
の
規
定
が
全
面
適
用
さ
れ

ま
す
。
以
下
の
と
お
り
説
明
会
お

よ
び
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
下
記
ま

で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
２
月
１４
日
（火）

 
１３
時
３０
分
〜
１６
時

場
　
所

　
中
村
地
方
合
同
庁
舎

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
蕁
０
８
８
―

８
８
５
―

６
０
４
１

租
税
教
室
を
実
施
し
ま
し
た

　
先
日
、
咸
陽
小
学
校
６
年
生
３１

人
を
対
象
と
し
た
租
税
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
幡
多
租
税
教
育
推

進
協
議
会
の
事
業
の
一
環
と
し
て

幡
多
郡
内
各
市
町
村
で
も
積
極
的

に
行
わ
れ
て
お
り
、
当
日
は
市
税

務
課
職
員
が
講
師
と
し
て
、『
税
金

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
』
を
テ
ー
マ
に

税
金
の
仕
組
み
、
税
金
が
な
く
な
っ

た
ら
ど
う
な
る
の
か
等
ビ
デ
オ
や

パ
ネ
ル
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
税

へ
の
関
心
を
深
め
、
税
の
役
割
を

十
分
に
理
解
す
る
こ
と
は
少
子
高

齢
化
を
迎
え
た
宿
毛
市
に
お
い
て

も
重
要
な
こ
と
で
す
。
授
業
を
受

け
た
皆
さ
ん
に
は
今
後
も
税
に
対

す
る
学
習
を
重
ね
、
将
来
宿
毛
市

を
支
え
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　
（
中
村
税
務
署
内
）

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

２
１
３
５

　
宿
毛
市
税
務
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
５

予備自衛官補・自衛隊幹部候補生（幹部自衛官）募集のお知らせ



⑥

住警器消太

悪
質
な

訪
問
販
売
に
は

気
を
つ
け
て

ご冥福をお祈りします

中央8丁目
桜町

赤松　千鶴
山岡　重道

83�
75

お誕生おめでとう
（平成23年12月受付分） （平成23年12月受付分）

高砂
四季の丘
橋上町神有
松田町
押ノ川
宿毛
東平１丁目
自由ヶ丘

二神　夢空
増田　叶愛
竹村　優衣
大奈路百香
高見　月菜
松本　修典
富岡　和花
池ノ上　暖

友則
豊樹
征二
誠
征志
一宏
良介
秀都

住　所 氏　名 享 年 住　所 赤ちゃん 保護者

※
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
家

族
等
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り

掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

ふたがみ ゆめあ

ますだ の　あ

たけむら ゆ　い

おおなろ ももか

たかみ つきな

まつもと しゅうすけ

とみおか ほのか

いけのうえ だん

小
型
特
殊
自
動
車
（
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
等
）
・
農
耕
車
（
ト

ラ
ク
タ
・
コ
ン
バ
イ
ン
等
）

の
登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
の
小
型
特

殊
自
動
車
や
乗
用
装
置
の
あ
る
ト

ラ
ク
タ
・
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
農
耕

車
は
軽
自
動
車
に
区
分
さ
れ
、
使

用
頻
度
や
道
路
を
走
行
す
る
、
し

な
い
に
関
わ
ら
ず
、
所
有
し
て
い

れ
ば
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
車
両
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
車
両
登
録
を
行
い
軽

自
動
車
税
を
納
め
る
こ
と
が
地
方

税
法
お
よ
び
宿
毛
市
税
条
例
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
登
録
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
車

両
が
あ
る
場
合
は
、
市
役
所
税
務

課
で
登
録
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　

・
所
有
者
の
印
鑑
（
代
理
申
告
の

場
合
は
代
理
者
の
印
鑑
も
必
要

で
す
。）

・
メ
ー
カ
ー
名

・
車
台
番
号

・
排
気
量
（
農
耕
車
の
場
合
は
不

要
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申

告
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

所
得
税
の
確
定
申
告
が
で
き
る
「
ｅ

―

Ｔ
ａ
ｘ
」（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
沖
本
市
長
が
同
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
、
デ
モ
申
告
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
」
は
、
税
務
署
に

行
か
な
く
て
も
自
宅
や
職
場
か
ら

国
税
の
申
告
や
納
税
の
手
続
が
可

能
で
、
主
な
利
点
と
し
て
医
療
費

控
除
の
領
収
書
や
生
命
保
険
料
控

除
証
明
書
等
の
添
付
書
類
の
提
出

が
省
略
で
き
る
な
ど
、
大
変
便
利

な
シ
ス
テ
ム
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
村
税
務
署

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

２
１
３
５ デモ申告を体験する沖本市長

平
成
２４
年
消
防
出
初
式

　
１
月
８
日
、
宿
毛
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
お
い
て
、

宿
毛
市
消
防
団
・
消
防
団
音
楽
隊
・

女
性
消
防
隊
・
少
年
消
防
隊
・
宿

毛
消
防
署
が
一
堂
に
会
し
消
防
出

初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
市
長
、
団
長
に
よ
る

訓
示
や
永
年
勤
続
表
彰
・
優
良
団

員
表
彰
、
模
範
ポ
ン
プ
操
法
等
が

行
わ
れ
、
終
了
後
に
消
防
団
に
よ

る
市
内
パ
レ
ー
ド
と
松
田
川
河
戸

堰
で
の
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　　
　

取
り
付
け
ま
し
た
か
？

　
　
　
住
宅
用
火
災
警
報
器

　　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
昨
年
の

６
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
住
宅
に

『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
の
設
置
が

義
務
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。
設
置

場
所
は
寝
室
と
、
２
階
に
寝
室
の

あ
る
場
合
は
２
階
の
階
段
部
分
に

も
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
蕁
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で
　
も
う
一
度
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新成人を代表して記念品の贈
呈を受ける松本果南さん。

新成人を代表してあいさつを
行う宮本祐輔さん。

　
１
月
８
日
（日）
、
宿
毛
文
教
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
平
成
２４
年
宿
毛

市
成
人
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
、
宿
毛
市
で
は
２
１
３
人

が
成
人
式
を
迎
え
、
男
性
９３
人
、
女

性
８８
人
の
計
１
８
１
人
が
式
典
に

出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
ま
ず
、
沖
本
年
男

市
長
の
式
辞
に
よ
り
「
新
成
人
の

皆
さ
ん
は
、
今
ま
で
様
々
な
喜
び

や
哀
し
み
を
体
験
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
節
目
に
難
題
を
乗
り
越
え
、
こ
こ

ま
で
成
長
し
た
充
実
感
を
感
じ
、

一
個
人
と
し
て
自
信
を
深
め
て
い

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

皆
さ
ん
自
身
の
努
力
と
才
能
に
よ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
家
族
や

友
人
の
支
援
、
励
ま
し
が
あ
っ
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ど
う
か
い
つ
ま
で
も
育
て
て
い
た

だ
い
た
家
族
に
感
謝
し
、
ま
た
新

し
い
友
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
助
け
合
う
心

を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。
」「
本

市
出
身
の
方
に
は
、
各
界
で
素
晴

ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
方
が

た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
中
か
ら
も
こ
の
方
々
に
続
く

人
材
が
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
」
な
ど
と
、
新
成
人
の
輝
か
し

い
前
途
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て

松
本
果
南
さ
ん
が
記
念
品
の
贈
呈

を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
中
平
富
宏
市
議
会
議

長
の
祝
辞
な
ど
の
後
、
新
成
人
を

代
表
し
て
宮
本
祐
輔
さ
ん
が
「
私

た
ち
は
、
２０
歳
を
迎
え
た
ば
か
り

で
社
会
人
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
す
。
し
か
し
、
成
人
と
し
て

晴
れ
の
門
出
を
迎
え
た
今
、
自
分

の
意
思
や
考
え
を
持
ち
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
大
人
へ
と
、
一
歩
一

歩
成
長
し
て
い
き
ま
す
。」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
立
食
式
の
テ
ィ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
、
ト
ワ
イ

ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
演
奏
を

聴
き
な
が
ら
、
友
人
た
ち
と
談
笑

し
た
り
、
記
念
撮
影
を
し
た
り
し

て
過
ご
し
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平成２４年平成２４年

成
人
式

成
人
式
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平
成

２４
年
度
の
市
県
民
税
・
国

保
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
申
告
は
適
正
な
課
税
の
た
め
の

大
切
な
手
続
き
で
す
。
忘
れ
ず
に

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
、
申
告
相
談
会
場
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
ま
た

は
税
務
課
窓
口
で
も
提
出
で
き
ま

す
が
、
計
算
方
法
や
記
入
方
法
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
必
ず
申
告

相
談
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
申
告
用
紙
は
、
前
年
の
状
況
等

に
よ
り
、
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
に
事
前
に
お
送
り
す
る
予
定

で
す
が
、
も
し
届
い
て
い
な
い
場

合
で
も
、
必
ず
し
も
申
告
が
不
要

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
申
告
用
紙
が
必
要
な
方

は
、
税
務
課
窓
口
お
よ
び
申
告
相

談
会
場
で
交
付
し
ま
す
。

　
申
告
用
紙
と
あ
わ
せ
て
配
布
す

る
「
申
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に

ご
自
分
で
記
入
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
申
告
相
談
は
、
２
月

１５
日

（水）
か

ら
地
区
別
に
左
表
の
相
談
会
場
で

行
い
ま
す
の
で
、
申
告
に
必
要
な

次
の
書
類
等
を
ご
持
参
の
う
え
、

各
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
例
年
、
相
談
会
場
が
大
変
混
雑

し
、
お
待
た
せ
し
て
い
ま
す
。
必

ず
、
自
分
で
記
入
で
き
る
と
こ
ろ

は
記
入
し
、
収
支
内
訳
の
各
項
目

の
集
計
や
各
種
控
除
の
計
算
は
、

あ
ら
か
じ
め
ご
自
分
で
済
ま
せ
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
時
に
持
参
す
る
も
の

☆
所
得
金
額
算
出
に
必
要
な
も
の

収
入
金
額
、
必
要
経
費
な
ど
の

分
か
る
も
の

☆
所
得
控
除
額
算
出
に
必
要
な
も

の社
会
保
険
料
支
払
額
の
分
か
る

も
の
、
生
命
保
険
料
・
地
震
保

険
料
控
除
証
明
書
（
平
成

１８
年

末
ま
で
に
契
約
し
た
長
期
損
害

保
険
料
分
も
可
）、
医
療
費
控
除

用
の
領
収
書
、
国
民
年
金
保
険

料
控
除
証
明
書
（
社
会
保
険
庁

か
ら
届
き
ま
す
）、
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
（
福
祉
事
務
所

で
交
付
し
ま
す
）
な
ど

☆
印
　
鑑

●
次
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

☆
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
…

収
支
計
算
が
原
則
と
な
り
、
ご

自
分
で
計
算
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
収
入
金
額
に
関
し
て
は
、

販
売
金
額
、
農
作
物
の
収
穫
量
、

自
家
消
費
分
等
を
、
必
要
経
費

に
関
し
て
は
農
業
用
に
係
る
各

種
領
収
書
等
を
分
か
る
よ
う
に

ま
と
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

☆
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
…

申
告
書
の
提
出
が
無
い
場
合
、

一
定
基
準
以
下
の
所
得
金
額
の

世
帯
に
該
当
し
た
場
合
適
用
さ

れ
る
国
保
税
の
軽
減
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

次
の
①
、
②
に
該
当
し
な
い
方

は
、
所
得
の
有
無
に
関
係
な
く

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
次
の
方
は
申
告
が
不
要
で
す

①
税
務
署
へ
平
成

２３
年
分
の
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ

る
方
（
た
だ
し
、
税
務
署
で
「
所

得
税
が
か
か
ら
な
い
の
で
申
告

の
必
要
が
な
い
」
と
言
わ
れ
た

方
は
市
県
民
税
・
国
保
税
の
申

告
が
必
要
で
す
）

②
給
与
所
得
の
み
で
、
他
に
所
得

が
無
く
勤
務
先
で
年
末
調
整
が

済
ん
で
い
る
方

※
公
的
年
金
の
収
入
の
み
の
方
に

つ
い
て
も
所
得
割
が
課
税
に
な

る
方
に
つ
い
て
は
、
所
得
控
除

（
扶
養
控
除
、
地
震
保
険
料
控
除
、

社
会
保
険
料
控
除
な
ど
）
の
申

告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
平
成

２３
年
分
所
得
税
確
定
申
告

の
税
務
署
に
お
け
る
申
告
相
談
お

よ
び
確
定
申
告
書
の
受
付
は
、
２

月
１６
日

（木）
〜
３
月

１５
日

（木）
で
す
。

　
確
定
申
告
書
は
、
郵
送
ま
た
は

税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱
に
投
か

ん
す
る
こ
と
等
に
よ
り
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

. 
nta.go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
に
送
信
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
早
期
還

付
を
！！

　
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
提
出
さ

れ
た
所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
（
地
方
消
費
税
を
含
む
。
）の
還

付
申
告
書
は
、
早
期
処
理
し
て
い

ま
す
（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）。
な

お
、
入
力
も
れ
な
ど
が
あ
る
と
、
還

付
処
理
に
日
数
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
村
税
務
署

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

２
１
３
５

　
な
お
、
こ
の
申
告
相
談
期
間
中
、

市
役
所
税
務
課
窓
口
で
は
、
申
告

相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
申
告
書
の

提
出
の
み
受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

ご
相
談
は
、
必
ず
各
相
談
会
場
で

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
税
務
課
住
民
税
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
５

●
そ
の
他
注
意
事
項

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
Ｂ
様
式

を
提
出
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
２
月

１６
日
か
ら
３
月

１５
日
ま
で
（
土
日

を
除
く
）
の
間
に
税
務
署
へ
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
確
定

申
告
書
Ａ
様
式
を
提
出
さ
れ
る
方

は
、
市
の
申
告
相
談
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
左
記
の
日
程
で
ご
都
合
の
悪
い

方
は
、
事
前
に
連
絡
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
ら
、
対
象
地
区
と
異
な

る
会
場
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

市
県
民
税

国
保
税

申
告
の
ご
案
内

確
定
申
告

の
ご
案
内

申
告
書
の
提
出
期
限
は

3
月
１５
日
（木）
で
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

は
、3
月
１５
日
（木）
ま
で
で
す
。
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対 　　　象 　　　地　 　　区

坂本・奥下藤・神有・奥奈路

橋上・京法・還住薮・平野・楠山・出井

長尾・手代岡

竹石・小島・天神

竹部・馬場住・土居ノ内

東下組・西下組・中組・靴抜・道ノ川、【芳奈地区】

中山・寺山・寺尾・徳師・中町

森・車岡・師高瀬・西天神・岡松　　　　　　　　

清水・北川・沖前・貝礎・県営住宅

【黒川地区】西～東須賀・橋田・下～上駄場・奥黒川【東平】

舟ノ川・石原・小三原・福良

栄喜

大海・田ノ浦

小筑紫・小浦・湊

内外ノ浦・呼崎

伊与野

貝塚・駅前町

新田・沖新田・錦・四季の丘

西町１～３丁目

西町４～５丁目、港南台

自由ヶ丘・樺・樺住宅・藻津・西片島

大深浦・小深浦

宇須々木・池島・新港

高砂

片島

大島

宿毛900～5300番台の番地

中央１～４丁目

中央５～８丁目・南沖須賀

萩原・与市明

桜町・松田町

長田町・幸町

野地・小川・草木薮・山北

押ノ川

和田

正和・平井

中角・高石

二ノ宮・二ノ宮住宅

さくらが丘

坂ノ下・都賀川

鵜来島

弘瀬

母島・古屋野・長浜・久保浦

時　　　間

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～� 4：00

午前�9：00�～�12：00

午前�9：00�～�11：30

午後�1：00�～� 3：00

曜

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

月　日

2月15日

2月16日

2月17日

2月20日

2月21日

2月22日

2月23日

2月24日

2月27日

2月28日

2月29日

3月  1日

3月  2日

3月  5日

3月  6日

3月  7日

3月  8日

3月  9日

3月12日

3月13日

3月14日

3月15日

会　　　場

宿毛文教センター
2階  会議室1
蕁63－2618

小筑紫基幹集落センター
1階  研修室

（元小筑紫支所）

片島公民館
蕁65－8270

高知はた農協
宿毛東出張所
蕁66－0341

沖の島支所
蕁69－1001

すくも湾漁協弘瀬出張所
蕁69－1301

鵜来島離島センター
（旧鵜来島小中学校）

神有多目的集会所

平
田
町

山
奈
町

小
筑
紫
町

沖
の
島
町

橋
上
町

宿毛市総合
社会福祉センター
2階  視聴覚室
蕁65－7665

大島公民館
蕁65－8452

宿毛東部農村環境
改善センター

平成24年度 市・県民税、国保税申告相談日程表市・県民税、国保税申告相談日程表市・県民税、国保税申告相談日程表



⑩

乗って残そう

土佐くろしお鉄道
土佐くろしお鉄道㈱ 
蕁0880－35－5240やなせたかし／土佐くろしお鉄道

サニーくん サンコちゃん

㈱宿毛フェリー 蕁62－1100

四国と九州を結ぶ

宿毛フェリー

名称

様式

書式

用紙
公印

電算化後（新）
全部事項証明書
個人事項証明書

Ａ４判

箇条横書き
算用数字（１，２，３・・・）
改ざん防止用紙（赤）
黒色（電子印）

電算化前（旧）
謄本（全員）
抄本（個人）
Ｂ４判
Ｂ５判
文章縦書き
漢数字（壱、弐、参・・・）
上質紙（白）
朱色

戸籍証明書の新旧対照表

＊料金は変更ありません。

和紙からコンピュータに
　明治４年の戸籍制度発足以来、手書きやタイプラ
イターでの記載、コピーによる謄抄本の発行などす
べて手作業で行われてきたため、証明の交付などに
時間がかかっていました。このたびの電算化により、
事務の効率化を図り、より正確で迅速な処理を行う
ことができます。

対象になる方
　宿毛市に本籍のある方のみです。住民票が宿毛市
にあっても、本籍が宿毛市以外の方は従来どおりの
取り扱いとなります。

戸籍の様式が見やすくなります
　用紙のサイズがＢ４判Ｂ５判からＡ４判に、縦書
きから横書きになります。記載内容も項目別個条書
きとなり見やすくなります。市長印は朱印から黒色
の電子公印になります（沖の島支所は従来どおり朱
印を使用）。なお、偽造防止のため改ざん防止用紙を
使用します。

文字表記の変更
　戸籍に記載される「氏」「名」の文字は、「常用漢
字」「人名用漢字」などの「正字等」に改められます。
現在の戸籍法上氏名に使用できない文字で戸籍が記
載されている方は、氏名の文字の表記を変更させて
いただく場合があります。
　対象となる方には、３月上旬～中旬に文書でお知
らせいたしますので、ご理解ご協力をお願いします。
※デザイン上の差異による文字の変更は、通知いた

しません。
※この取り扱いは戸籍の表記上の取り扱いであり、

これにより氏名の変更がされるものではありません。
運転免許証やパスポートの変更手続きは必要あり
ません。

本籍および住所の表示の変更
　本籍および住所地番の枝番から「の」表示が削除
されます。土地登記簿の地番号に「の」の記載がな
いため、統一を図ります。
　《変更例》

　○○町１２３番地の１　→　○○町１２３番地１

現在の紙の戸籍は
　現在の紙の戸籍は、電算化後「平成改製原戸籍」
として１５０年間保存します。
　電算化時点で既に婚姻や死亡で除籍されている方は、
電算化後の新しい戸籍に記載されません。ほかにも、
離婚や離縁といった一部の事項が記載されない場合
があります。このような事項の証明が必要な場合は

「平成改製原戸籍」（１通７５０円 ）をご請求ください。

戸籍の附票も電算化されます
　戸籍の附票とは、戸籍に記載されている方の住所
の履歴を記載したものです。戸籍の電算化と同時に
附票も電算化されますが、電算化直後の附票には、
その時点で住民登録されている住所しか記載されま
せん。それ以前の住所の証明が必要な場合は「改製
原戸籍の附票」（１通３５０円 ）をご請求ください。た
だし改製前の附票は、改製年度から５年間保存とな
ります。

個人情報の保護
　個人情報保護のため、戸籍の電算機能は外部のネ
ットワーク機能から独立させます。

【問い合わせ先】
　市　民　課　蕁６３－１１１２
　小筑紫支所　蕁６７－０００１
　東 部 支 所　蕁６６－０００１
　沖の島支所　蕁６９－１００１

戸籍の電算事務スタート　４月２日（月）から
市民サービス向上と窓口サービス充実のため、戸籍事務の電算処理が始まります。
電算化に伴う事務処理や戸籍表記の主な変更点についてお知らせします。
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１２
月
�５
日
（
月
）
本
会
議
　
　
開
会
、
議
案
上
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
案
理
由
の
説
明

�

６
日
（
火
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

７
日
（
水
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

８
日
（
木
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

９
日
（
金
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

１０
日
（
土
）
休
　
会�

�

１１
日
（
日
）
休
　
会�

�

１２
日
（
月
）
本
会
議�

一
般
質
問
、
議
案
質
疑
、

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
会
付
託

�

１３
日
（
火
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１４
日
（
水
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１５
日
（
木
）
休
　
会�

�

１６
日
（
金
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１７
日
（
土
）
休
　
会

�

１８
日
（
日
）
休
　
会

�

１９
日
（
月
）
休
　
会�

�

２０
日
（
火
）
本
会
議�

委
員
長
報
告
、
質
疑

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
論
、
表
決
、
閉
会

十
二
月
定
例
会
日
程

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
」
な
ど
予
算
議
案
十
件
、「
指

定
管
理
者
の
指
定
」
な
ど
、
そ
の

他
の
議
案
五
件
の
合
計
十
五
議
案

で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
三
回
定
例
会
で
予
算

決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
継

続
審
議
と
な
っ
て
い
た
各
決
算
議

案
に
つ
い
て
は
、
改
善
す
べ
き
事

項
に
つ
い
て
意
見
を
付
し
た
う
え

で
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
日
に
は
市
政
に
対
す
る
一

般
質
問
並
び
に
質
疑
が
行
わ
れ
、

四
人
の
議
員
が
質
問
・
質
疑
に
立

ち
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情

は
「
西
町
五
丁
目
の
市
道
建
設
に

つ
い
て
」
外
三
件
が
審
議
さ
れ
二

件
が
趣
旨
採
択
、
一
件
が
不
採
択

と
さ
れ
た
ほ
か
、
一
件
が
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

○
都
市
防
災
推
進
事
業
設
計
委
託

料
　
…
…
…
…
…
…
…
…
九
〇
〇
万
円

○
土
木
施
設
災
害
工
事
費

　
…
…
…
…
二
億
四
、
四
四
九
万
円

○
幡
多
西
部
消
防
組
合
分
担
金
（
防

災
セ
ン
タ
ー
整
備
）

　
…
…
…
…
…
…
三
、
六
七
五
万
円

○
幡
多
西
部
消
防
組
合
分
担
金
（
消

防
庁
舎
整
備
）

　
…
…
…
…
…
…
三
、
八
二
五
万
円

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
一
号
及
び
議

案
第
十
五
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
六

億
三
三
八
万
七
千
円
が
増
額
補
正
さ

れ
、
累
計
で
一
〇
九
億
二
、
一
一
一

万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
津
波
避
難
道
整
備
工
事
費

　
…
…
…
…
…
…
二
、
四
七
九
万
円

○
沖
の
島
保
育
園
移
転
改
修
工
事
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
九
六
五
万
円

○
宿
毛
市
種
子
島
周
辺
漁
業
対
策
事

業
費
補
助
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
四
〇
五
万
円

○
境
界
測
量
業
務
委
託
料

　
…
…
…
…
…
…
…
…
二
〇
〇
万
円

　
第
四
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
五
日
に
開
会
し
、

十
六
日
間
の
会
期
で
十
二
月
二
十
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会
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議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号

第
9
号

第
10
号
〜

第
11
号

第
12
号

第
13
号
〜

第
14
号

第
15
号

平
成
二
十
三
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

平
成
二
十
三
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事

業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事
業
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
学
校
給
食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
介

護
保
険
事
業
）
並
び
に
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

～
番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

趣
旨
採
択

継
続
審
査

不
採
択

趣
旨
採
択

第
1
号

第
4
号

第
5
号

第
6
号

西
町
五
丁
目
の
市
道
建
設
に
つ
い
て

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
反
対
し
、

現
行
保
育
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

西
町
五
丁
目
の
避
難
所
の
垣
根
撤
去
に
つ
い
て

西
町
五
丁
目
の
避
難
所
に
お
け
る
避
難
施
設
の
建
設

に
つ
い
て

◎
指
定
管
理
者
の
指
定

　
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
、
す
く
も
サ
ニ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

社
団
法
人
宿
毛
市
観
光
協
会
を
指

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
た
、

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
、
宿
毛
市
中
央
デ
イ
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

社
会
福
祉
法
人
宿
毛
福
祉
会
を
指

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
第
二
四
四
の
二
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

　
第
三
回
臨
時
会
が
十
一
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
先
決
処
分
三

件
が
報
告
さ
れ
た
他
、
人
事
議
案
一
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
決
処
分
は
い
ず
れ
も
損
害
賠
償
に
か
か
る
和
解
と
賠
償
額
の
決
定
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
事
議
案
は
、
現
教
育
委
員
で
あ
る
奥
谷
力
郎
氏
が
十
一
月
二
十

一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
な
教
育
委
員
と
し
て

増
田
全
英
氏
を
教
育
委
員
に
任
命
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
審
議
の
結

果
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
三
第
三
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
を
全
会
一

致
を
も
っ
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
の
任
命

　
　
　
　
　
増
　
田
　
全
　
英
　
氏
（
新
任
）

そ 

　
の
　 

他

▼ 

請 

願
・
陳 

情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

▼

人

 

事

 

案

 

件

▲

■ 

第
三
回
臨
時
会
の
概
要 

■
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B
　
決
定
し
た
宿
毛
小
学
校
建
築

予
定
地
は
、
南
海
地
震
発
生
時
に

お
け
る
津
波
浸
水
予
想
高
が
約
三

メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い
る
。
津
波

発
生
時
の
子
ど
も
の
避
難
場
所
は

忠
霊
塔
な
ど
山
や
高
い
と
こ
ろ
と

し
、
新
校
舎
の
屋
上
へ
の
避
難
は

考
え
て
い
な
い
。

　
建
設
場
所
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に

つ
い
て
は
、
市
教
委
と
し
て
の
建

築
案
を
示
し
、
保
護
者
や
関
係
地

域
の
住
民
に
説
明
を
し
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
関
係
者
の
皆
様

か
ら
出
さ
れ
た
様
々
な
意
見
を
聞

き
、
十
分
協
議
も
し
て
き
た
。

　
こ
れ
を
基
に
、
教
育
審
議
会
が

出
し
た
答
申
も
踏
ま
え
、
十
一
月

二
十
九
日
に
市
教
委
と
し
て
の
決

定
を
し
た
。

A
　
い
ま
全
国
的
に
学
校
教
職
員

の
健
康
障
害
に
よ
る
休
職
が
増
え

続
け
、
現
在
約
八
千
人
を
大
き
く

越
え
、
そ
の
中
の
約
六
割
は
精
神

疾
患
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
原
因
は
学
校
業
務
の
多
忙

化
と
長
時
間
労
働
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
も
こ
の
対
策
に
つ

い
て
「
各
教
職
員
の
勤
務
時
間
の

把
握
と
デ
ー
タ
の
三
年
間
保
存
」

な
ど
各
教
育
委
員
会
に
度
々
通
知

を
発
出
し
て
い
る
。

　
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
の
た
め

の
宿
毛
市
教
委
と
し
て
の
対
策
を

聞
く
。

B
　
ご
指
摘
の
よ
う
に
教
職
員
の

病
気
休
暇
が
増
え
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
本
市
で
も
体
調

を
こ
わ
し
病
気
休
暇
を
取
得
せ
ざ

る
を
得
な
い
教
職
員
も
出
て
い
る
。

　
教
育
現
場
で
の
ス
ト
レ
ス
の
増

大
や
、
労
働
時
間
や
管
理
上
の
問

題
が
あ
る
場
合
に
は
、
問
題
解
消

を
め
ざ
し
て
学
校
現
場
と
協
力
し
、

取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
勤
務
時
間
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は

残
っ
て
い
な
い
。
今
後
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
し
っ
か
り
残
す
必
要
が
あ

る
こ
と
も
考
え
な
が
ら
協
議
を
し

て
い
く
。

A
　
私
は
九
月
議
会
で
「
子
ど
も

の
夏
休
み
に
も
学
校
で
仕
事
を
す

る
教
職
員
の
熱
中
症
予
防
対
策
と

し
て
、
職
員
室
と
校
長
室
、
そ
れ

に
保
健
室
へ
の
冷
暖
房
設
置
を
求

め
て
き
た
。

　
こ
の
冷
暖
房
の
設
置
状
況
と
未

実
施
校
へ
の
今
後
の
対
策
を
聞
く
。

B
　
本
年
度
は
校
長
室
や
職
員
室
、

保
健
室
な
ど
に
小
学
校
で
九
ヶ
所
、

中
学
校
で
八
ヵ
所
設
置
し
た
。

　
現
在
で
き
て
い
な
い
の
は
、
松

田
川
小
学
校
と
橋
上
小
学
校
の
校

長
室
二
ヵ
所
の
み
で
あ
る
。

　
教
委
と
し
て
は
来
年
度
に
は
設

置
で
き
る
よ
う
予
算
要
求
を
し
た

い
。

A
　
学
校
の
再
編
統
合
は
地
域
を

疲
弊
さ
せ
、
子
ど
も
と
保
護
者
に

多
く
の
負
担
が
増
え
る
の
で
、
行

政
の
都
合
に
よ
る
押
し
つ
け
の
学

校
再
編
に
は
反
対
で
あ
る
。

　
市
教
委
は
宿
毛
中
学
校
は
高
台

へ
、
小
学
校
は
同
校
の
運
動
場
へ

改
築
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
小
学
校
を
津
波
浸
水
予
想
地
へ

建
設
す
る
の
は
問
題
だ
。
子
ど
も

た
ち
の
津
波
避
難
対
策
は
ど
う
す

る
の
か
。

　
ま
た
、
宿
毛
小
中
学
校
の
建
設

決
定
に
つ
い
て
、
保
護
者
や
市
民

の
意
見
を
ど
う
集
約
し
反
映
さ
せ

た
か
。

　
十
二
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
二
日
に
行
わ
れ
、

次
の
よ
う
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
再
編
に
つ
い
て

学
校
へ
の
冷
暖
房
設
置

に
つ
い
て

教
員
の
健
康
保
持

に
つ
い
て

浅木　敏 議員
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豊
中
市
で
は
、
子
ど
も
達
を
中

心
と
し
た
学
校
と
地
域
の
よ
り
良

い
関
係
づ
く
り
へ
の
願
い
を
こ
め

て
「
学
校
地
域
連
携
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
名
付
け
た
事
業
を
平
成
二

十
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
、
現

在
（
平
成
二
十
三
年
三
月
末
現
在
）

十
七
小
学
校
、
五
中
学
校
に
お
い

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
本
事
業
の
大
き
な
特
徴
は
、
学

校
と
地
域
の
架
け
橋
の
役
割
を
担

う
「
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
の
存
在
で
あ
る
。
学
校
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
々
が
、
学

校
側
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
地
域

の
方
々
へ
の
連
絡
・
調
整
を
進
め

な
が
ら
、
学
習
支
援
や
ク
ラ
ブ
活

動
支
援
、
遊
具
や
花
壇
の
整
備
、
登

下
校
の
安
全
指
導
な
ど
、
学
校
の

教
育
活
動
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
事
業
の
背
景
と
し
て
は
、
子

ど
も
達
の
課
題
や
保
護
者
・
地
域

の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
る
教
職

員
の
多
忙
化
、
学
習
内
容
の
多
様

化
や
子
ど
も
へ
の
き
め
細
か
な
指

導
・
支
援
な
ど
学
校
教
育
へ
の
期

待
の
高
ま
り
、
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
事
業
（
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
・
地

域
子
ど
も
教
室
）
と
学
校
教
育
の

連
携
強
化
、
青
少
年
を
め
ぐ
る
問

題
の
未
然
防
止
を
め
ざ
し
た
地
域

の
教
育
力
の
再
構
築
へ
の
取
り
組

み
、
退
職
教
員
の
知
識
や
経
験
を

生
か
し
た
学
校
支
援
へ
の
要
請
、

大
学
連
携
事
業
な
ど
を
活
用
し
た

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
拡

充
が
あ
り
、
そ
の
目
的
は
、
学
校

教
育
活
動
の
活
性
化
、
小
中
連
携

の
活
性
化
、
学
校
と
地
域
と
の
連

携
に
よ
る
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
推
進
強
化
、
学
校
教
育
と

社
会
教
育
の
融
合
に
よ
る
生
涯
学

習
社
会
の
実
現
で
あ
る
。

　
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
学
校
に
配
置
さ
れ
、
学
校
と
地

域
に
お
け
る
情
報
の
共
有
化
や
地

域
諸
団
体
・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
、
学
校
と
地
域
と
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、
学
校
教
育
活

動
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て
は
、

学
校
と
地
域
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の

把
握
、
校
区
内
の
地
域
諸
団
体
と

の
連
絡
調
整
、
校
区
内
に
お
け
る

学
校
間
調
整
、
学
校
と
地
域
と
の

情
報
の
共
有
化
と
人
と
の
交
流
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
を
確
保

す
る
体
制
づ
く
り
で
あ
る
。

　
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、

①
学
習
支
援
活
動
、
②
部
活
動
支

援
、
③
環
境
整
備
、
④
登
下
校
安

全
指
導
、
⑤
学
校
地
域
連
携
行
事

が
あ
る
。

　
学
習
支
援
に
つ
い
て
は
放
課
後

学
習
を
大
学
生
・
高
校
生
を
含
む

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
る
。

部
活
動
支
援
に
つ
い
て
は
部
活
動

の
指
導
や
公
式
大
会
、
練
習
試
合

等
の
引
率
な
ど
、
環
境
整
備
に
つ

い
て
は
校
庭
草
引
き
や
校
庭
芝
生

の
維
持
管
理
等
、
登
下
校
安
全
指

導
に
つ
い
て
は
校
区
巡
視
、
通
学

路
点
検
、
夜
間
巡
視
等
、
学
校
地

域
連
携
行
事
に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
子
ど
も
会
な
ど
各
種
地
域
団
体

と
の
連
携
・
支
援
等
を
行
っ
て
い

る
。

　
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
中
で
出

て
き
た
課
題
、
苦
労
し
た
事
に
つ

い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
く
方
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
意
識
を
ど
う

も
っ
て
い
た
だ
く
か
。
学
校
の
様

子
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
る
反
面
、

学
校
側
の
あ
ら
探
し
に
な
っ
て
は

意
味
が
な
く
な
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
本
来
の
仕
事
の
意
味
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
い
。
現

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
年
齢
が
高
く
若

い
人
の
確
保
に
苦
労
し
た
。
完
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
講
師
を
探
す

の
は
不
可
能
に
近
い
。
せ
め
て
交

通
費
は
出
せ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
こ
と
が
多
い
。
ま

た
、
学
校
と
地
域
の
つ
な
ぎ
役
と

し
て
、
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
誰
も
が
な
れ
る
訳
で
は
な

く
、
一
定
学
校
の
こ
と
が
わ
か
り
、

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て

い
る
人
で
な
い
と
務
ま
ら
な
い
。

日
　
時
　
十
月
二
十
一
日

視
察
地
　
京
都
府
京
都
市

◎
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

　
京
都
市
で
は
、「
小
中
一
貫
教
育
」

を
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
学
校

生
活
の
変
化
に
な
じ
め
な
い
こ
と

が
子
ど
も
達
の
学
習
や
学
校
生
活

に
否
定
的
な
影
響
を
与
え
る
い
わ

日
　
時
　
十
月
二
十
日

視
察
地
　
大
阪
府
豊
中
市

概
　
要

　　
豊
中
市
は
、
大
阪
府
の
北
西
部

に
位
置
し
、
面
積
は
三
六
・
六
〇

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
本

年
九
月
一
日
現
在
で
三
九
万
二
二

〇
人
で
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
に

阪
急
電
鉄
宝
塚
線
の
前
身
で
あ
る

箕
面
有
馬
電
気
軌
道
が
開
通
し
、

豊
中
市
域
は
住
宅
都
市
と
し
て
開

け
は
じ
め
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
、

大
阪
市
に
近
い
地
の
利
と
丘
陵
地

帯
が
住
宅
都
市
と
し
て
好
ま
れ
、

文
教
都
市
の
名
声
が
高
ま
る
に
つ

れ
、
人
口
は
急
増
し
た
。
名
神
高

速
道
路
や
中
国
縦
貫
自
動
車
道
、

新
御
堂
筋
な
ど
の
幹
線
道
路
網
が

整
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
空
の
玄

関
口
、
大
阪
国
際
空
港
も
立
地
す

る
交
通
の
利
便
性
が
高
い
ま
ち
で

あ
る
。
　

◎
学
校
地
域
連
携
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
に
つ
い
て

行
政
視
察
報
告

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
が
先
進
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
東
北
地
方
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
３
・
１１

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
ま
さ

に
多
難
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
、

衷
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
末
の
市
長
選
挙
に

お
い
て
、
新
し
く
沖
本
新
市
長
が

誕
生
い
た
し
ま
し
た
が
、
新
市
長

に
と
り
ま
し
て
は
、
学
校
再
編
計

画
や
防
災
対
策
等
幾
多
の
課
題
が

山
積
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
我
々
議
員
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

緊
張
感
を
持
っ
て
議
会
活
動
に
取

組
み
、
市
勢
の
発
展
に
尽
力
し
て

参
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も

皆
様
の
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し

い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
幸
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
編
集
委
員
〉

蘢

松
　
浦
　
英
　
夫

蘢

山
　
戸
　
　
　
寛

蘢

今
　
城
　
誠
　
司

蘢

浦
　
尻
　
和
　
伸

蘢

寺
　
田
　
公
　
一

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
小
中
一
貫
教
育
で
重
要
な
役
割

を
し
て
い
る
の
が
、
京
都
市
学
習

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
市
立
小
中
学
校
の
校
長
会
が

主
体
と
な
っ
て
教
科
研
究
会
、
教

育
委
員
会
、
外
部
専
門
機
関
（
教

材
業
者
）
と
と
も
に
京
都
市
独
自

の
教
材
・
学
習
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
小
中
一
貫
し
た
系
統
的
・
継

続
的
な
学
習
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。
豊
富
な
復
習
教
材

や
個
人
帳
票
な
ど
を
活
用
し
た
繰

り
返
し
学
習
で
復
習
、
確
認
、
補

充
の
学
習
サ
イ
ク
ル
を
シ
ス
テ
ム

化
し
、
義
務
教
育
段
階
で
身
に
つ

け
る
べ
き
基
礎
的
・
基
本
的
な
学

習
を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。

　
今
後
は
、
施
設
一
体
型
、
施
設

併
用
型
で
の
取
組
み
と
と
も
に
、

連
携
（
施
設
分
離
）
型
に
お
け
る

小
中
一
貫
教
育
の
モ
デ
ル
も
発
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

連
携
型
に
お
け
る
小
中
一
貫
教
育

の
実
践
と
し
て
は
、
小
学
校
の
専

科
の
授
業
に
中
学
校
の
教
員
が
出

向
い
た
授
業
研
究
や
、
学
力
関
連

情
報
の
共
有
、
中
学
校
に
お
け
る

部
活
動
体
験
、
小
中
の
児
童
会
生

徒
会
交
流
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
る
中
で
、

中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
で
の
学
力

向
上
を
図
る
と
い
う
教
職
員
の
意

識
改
革
や
中
学
校
区
の
地
域
全
体

で
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
意
識

の
共
有
な
ど
、
成
果
も
挙
が
っ
て

き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
連
携
型
の
取
組
み

か
ら
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
地
域

全
体
が
小
中
９
年
間
の
「
学
び
」

と
「
育
ち
」
に
責
任
を
持
つ
と
い

う
発
想
を
持
ち
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
役

割
と
責
任
を
明
確
化
し
た
上
で
相

互
の
連
携
、
協
力
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都
合

で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し
て
い

ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
十
二
月
定
例
会
の
会
議
録
は
三

月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支
所

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ
で
映

像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
過

去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て
い
ま

す
。

ゆ
る
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
解
消

や
社
会
の
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
や

子
ど
も
達
の
心
身
発
達
の
早
期
化

な
ど
に
対
応
し
、
児
童
・
生
徒
個
々

の
能
力
を
十
分
に
引
き
出
す
た
め

の
効
果
的
な
し
く
み
と
考
え
て
い

る
。

　
そ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
小

学
校
と
中
学
校
の
学
び
と
育
ち
を

義
務
教
育
九
年
間
の
枠
で
と
ら
え

直
し
、
子
ど
も
達
の
精
神
的
、
身

体
的
な
発
達
段
階
に
沿
っ
た
独
自

の
教
育
課
程
の
編
成
を
行
う
な
ど
、

計
画
的
、
系
統
的
な
一
貫
教
育
を

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
行
い
、
子

ど
も
達
の
個
性
・
能
力
を
引
き
出

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
次
の

五
つ
の
視
点
を
も
と
に
、
小
中
一

貫
教
育
の
全
市
展
開
へ
向
け
た
取

組
み
を
進
め
て
い
る
。

①
小
中
学
校
で
目
指
す
子
ど
も
像

を
共
有
し
、
子
ど
も
達
の
生
き

る
力
の
育
成
を
図
る
。

②
教
育
課
程
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

の
編
成
や
指
導
形
態
な
ど
の
工

夫
・
改
善
を
図
り
、
確
か
な
学

力
の
育
成
を
目
指
す
。

③
子
ど
も
達
の
教
育
活
動
の
連
続

性
を
高
め
る
。

④
小
中
学
校
の
教
職
員
間
の
連
携

と
協
働
を
深
め
る
。

⑤
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
、
協
力

を
よ
り
一
層
推
進
す
る
。

●議会を傍聴しませんか…
　本議会の傍聴は、どなたでもできます。

　次の定例会は３月上旬の予定です。

詳しくは、議会事務局までお問い合わせ

ください。（蕁６３－２９０７）

　なお、委員会の傍聴をご希望の方は事前に議会

事務局までお申し出ください。

〜
編
集
後
記
〜

★
会
議
録
の
閲
覧
を
★



⑯

公
民
館
施
設
の
使
用
予
約

受
付
開
始
の
お
知
ら
せ

　　
平
成
２４
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ん

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
多
く
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

使
用
予
約
の
受
け
付
け
を
次
の
と

お
り
開
始
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
営
利
目
的
の
事
業
お

よ
び
営
利
事
務
、
特
定
の
政
党
や

宗
教
活
動
に
あ
た
る
も
の
に
つ
い

て
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
そ
れ
以
外
で
も
使
用
目

的
に
よ
っ
て
は
、
施
設
を
使
用
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日
時

２
月
１５
日
（水）
以
降
、
平
日
の
８

時
３０
分
〜
１７
時
１５
分

※
夜
間
・
休
日
に
つ
い
て
は
仮
受

付
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法

公
民
館
事
務
室
ま
た
は
電
話
に

て
先
着
順
に
よ
り
受
け
付
け
し

ま
す
。

な
お
、
申
請
書
の
提
出
お
よ
び

使
用
料
の
納
付
は
４
月
１
日
以

降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

使
用
期
間

　
平
成
２４
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
２５
年
３
月
３１
日

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館
　

蕁
６
３
―

２
６
１
８

図
書
の
寄
贈

　
財
団
法
人
坂
本
報
效
会
（
理
事

長
　

坂
本
嘉
廣
氏
）
よ
り
、
坂
本
図

書
館
へ
図
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
、
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　（
寄
贈
図
書
）

ヒ
ミ
ツ
の
手
帳
１
〜
１２
巻
／
小

学
校
た
の
し
い
劇
の
本
全
３
巻

／
中
学
校
た
の
し
い
劇
脚
本
集

全
３
巻
／
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー

ム
ズ
全
集
／
火
の
鳥
復
刻
大
全

集
／
ベ
ス
ト
図
解
百
科
事
典
／

学
研
ハ
イ
ベ
ス
ト
教
科
事
典

坂
本
図
書
館
長
期
休
館
の

お
知
ら
せ

　　
坂
本
図
書
館
で
は
、
資
料
特
別

整
理
等
の
た
め
、
次
の
期
間
を
休

館
と
い
た
し
ま
す
。

　
長
期
休
館
と
な
り
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間
　

　
３
月
５
日
（月）
〜
３
月
１２
日
（月）

雑
誌
・
図
書
を
差
し
上
げ

ま
す

　
保
存
年
数
を
経
過
し
た
雑
誌
図

書
を
差
し
上
げ
ま
す
。

期
　
間
　
３
月
１３
日
（火）
か
ら

　
　
　
　
（
休
館
日
を
除
く
）

時
　
間
　
１０
時
〜
１８
時

　
　
　
　
（
土
・
日
は
１８
時
ま
で
）

場
　
所
　
坂
本
図
書
館

冊
　
数
　
雑
誌
…
１
人
３
冊
ま
で

　
　
　
　
図
書
…
制
限
な
し

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館

　
蕁
６
３
―

２
６
５
４

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
手
編
み
の
て
ぶ
く
ろ嶋

田
俊
之
　
著

文
化
学
園
文
化
出
版
局

■
ス
ー
プ
の
教
科
書

〜
新
し
い
う
ま
み
の引

き
出
し
方
〜

渡
辺
有
子
　
著

家
の
光
協
会

■
快
適
で
住
み
や
す
い
「
家
の
し

く
み
」
図
鑑

〜
5
人
の
建
築
家
が
教
え
る

「
住
宅
設
計
」
の
き
ほ
ん
〜

住
ま
い
方
を
考
え
る
設
計
者
の
会
　
著

永
岡
書
店

■
テ
ク
ニ
ッ
ク
図
解
か
む
・
飲
み

込
む
が
難
し
い
人
の
食
事

藤
谷
順
子
　
監
修

講
談
社

■
ど
こ
い
っ
た
ん

ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
ッ
セ
ン
　
作

長
谷
川
義
史
　
訳

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

■
メ
イ
は
な
ん
に
も
こ
わ
く
な
い

あ
べ
弘
士
　
絵

き
む
ら
ゆ
う
い
ち
　
作

講
談
社

■
よ
う
ち
え
ん
に
い
く
ん
だ
も
ん

佐
古
百
美
　
絵

角
野
栄
子
　
文

文
化
学
園
文
化
出
版
局

■
ヤ
モ
リ
の
指
か
ら
不
思
議
な
テ

ー
プ

〜
自
然
に
学
ん
だ
す
ご
い
！技

術
〜

松
田
素
子
　
江
口
絵
里
　
文

ア
リ
ス
館

■
認
知
症
介
護
に
詰
ま
る
前
に
読

む
本

〜
「
愛
情
を
込
め
た
ウ
ソ
」
で

介
護
は
楽
に
な
る
〜

多
賀
洋
子
　
著

講
談
社

　
底
知
れ
ぬ
不
安
で
混
乱
し
た
認

知
症
の
人
に
、
穏
や
か
で
幸
せ
な
日
々

を
過
ご
し
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
？
認
知
症
の
夫
の

介
護
を
経
験
し
た
著
者
が
、
早
期

受
診
に
こ
ぎ
つ
け
る
コ
ツ
、
介
護

す
る
コ
ツ
を
紹
介
す
る
。

■
あ
さ
に
な
っ
た
の
で
ま
ど
を
あ

け
ま
す
よ

荒
井
良
二
　
著

偕
成
社

　
な
に
げ
な
い
日
々
の
繰
り
返
し
。

そ
の
な
か
に
こ
そ
あ
る
、
た
し
か

な
希
望
。
生
き
る
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
。

き
み
の
ま
ち
は
、
晴
れ
て
る
か
な
？

大
気
に
み
な
ぎ
る
光
と
気
配
、
風

景
の
力
を
描
い
た
本
。

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

問い合わせ先
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第
４
回
宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ

ン
を
、
３
月
１８
日
（日）
に
開
催
し
ま

す
。

　
開
催
時
は
１
、０
０
０
名
を
超
え

る
ラ
ン
ナ
ー
が
宿
毛
路
を
駆
け
抜

け
ま
す
が
、
過
去
の
大
会
参
加
者

の
皆
さ
ん
よ
り
通
行
車
両
に
危
険

を
感
じ
た
と
の
声
を
多
く
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
は
多
大
な
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ラ
ン
ナ
ー

の
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
区
間

の
通
行
規
制
、
通
行
の
自
粛
、
迂

回
等
へ
の
ご
協
力
に
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
ま
た
、
４
２
・
１
９
５
㎞
の
厳
し

い
マ
ラ
ソ
ン
で
は
沿
道
で
の
応
援

が
ラ
ン
ナ
ー
の
力
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
大
会
で
も
ラ
ン
ナ
ー

よ
り
沿
道
の
応
援
が
心
に
残
っ
た
、

力
に
な
っ
た
と
の
声
を
多
く
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
ご

声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
図
と

と
も
に
、
大
会
前
日
の
通
行
規
制

等
を
２４
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所

①
各
地
区
お
よ
び
指
定
場
所
（
後

日
連
絡
し
ま
す
。）

　
②
河
戸
堰
管
理
棟

　　
清
掃
区
間
の
振
り
分
け
の
た
め
、

ぜ
ひ
事
前
の
参
加
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。（
清
掃
区
間
内
の
方

は
事
前
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

　
本
大
会
成
功
の
た
め
に
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
事
務
局

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

　
薨
６
６
―

１
４
６
８

第
５
回
　
宿
毛
の
歴
史
講
座

「
吉
田
茂
と
林
譲
治
」

　
連
続
歴
史
講
座
の
最
終
回
で
す
。

　
今
年
度
も
多
く
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
宿
毛
が
輩
出
し
た
人
材

２
名
に
注
目
す
る
シ
リ
ー
ズ
、
今

回
は
吉
田
茂
と
林
譲
治
で
す
。

　
「
戦
後
復
興
の
父
」
と
い
わ
れ
る

茂
と
、
茂
を
支
え
続
け
た
譲
治
。

太
平
洋
戦
争
後
の
難
局
を
乗
り
切

っ
た
２
人
の
絆
を
み
て
い
き
ま
す
。

日
　
時

　
２
月
２４
日
（金）

　
１３
時
３０
分
〜
１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

　
担
当
講
師
　
宿
毛
歴
史
館
職
員

※
事
前
申
込
み
、
参
加
料
は
不
要

で
す
。
毎
月
１
回
連
続
５
回
の

講
座
で
す
が
、
途
中
か
ら
で
も

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

宿
毛
に
伝
わ
る
秘
蔵
の
逸
品
　

７

　
大
政
奉
還
直
後
の
京
都
で
、
中

岡
慎
太
郎
が
残
し
た
陸
援
隊
に
入

っ
た
大
江
卓
。
錦
の
御
旗
を
掲
げ
る

鷲
尾
侍
従
の
軍
勢
に
加
わ
り
、
高

野
山
で
紀
州
藩
と
対
峙
し
ま
す
。

　
２１
歳
の
若
さ
で
和
歌
山
城
下
に

乗
り
込
み
直
談
判
に
臨
ん
だ
卓
は
、

見
事
武
力
衝
突
を
回
避
し
、
恭
順

へ
の
説
得
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
そ
の
褒
美
に
鷲
尾
侍

従
か
ら
い
た
だ
い
た
大
陸
渡
来
の

刀
で
、
独
特
の
お
も
し
ろ
い
装
飾

が
随
所
に
み
ら
れ
る
品
で
す
。

※
普
段
閲
覧
で
き
な
い
宿
毛
の
歴

史
資
料
を
紹
介
、
掲
載
の
月
末

ま
で
歴
史
館
に
て
公
開
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
清
掃
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　　
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
気
持
ち

良
く
走
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
以
下

①
、
②
の
日
程
で
コ
ー
ス
の
清
掃
を

行
い
ま
す
。
区
間
が
長
く
、
多
く
の

人
手
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

日
　
時

　
①
３
月
４
日
（日）
　
８
時
〜

　
②
３
月
１１
日
（日）
　
８
時
３０
分
〜

※
少
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
①
は

３
月
１１
日
（日）
に
延
期
、
②
は
未
定

で
す
。

区
　
間

　
①
県
道
津
島
線
橋
上
地
区

　
　（
平
野
〜
楠
山
）

　
②
松
田
川
堤
防
沿
い
（
和
田
）

作
業
内
容

　
草
刈
お
よ
び
ゴ
ミ
拾
い

※
草
刈
り
機
を
お
持
ち
の
方
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

（当館蔵 45袍 刃渡り28袍）

大
江
卓
鷲
尾
侍
従
よ
り
拝
領
の
刀

吉田茂

　１月７日～１３日の間、宿毛市野球場
において、北海道日本ハムファイターズの
大野選手・乾選手、埼玉西武ライオンズの
林崎選手が自主トレを行いました。１０
日には宿毛アスナローズと交流を行い、
様々な指導をし
てくれました。
　今シーズンの
３選手の活躍に
期待しましょう！

み
ん
な
の
力
で

宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
を
成
功
さ
せ
よ
う

3
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⑱

梅
ま
つ
り
　
開
催

　
橋
上
町
楠
山
に
あ
る
楠
山
公
園

に
植
え
ら
れ
た
約
６
０
０
本
の
梅

（
紅
・
白
）
が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　
楠
山
地
区
の
皆
さ
ん
が
丹
精
を

込
め
て
手
入
れ
を
し
て
い
る
梅
の

花
見
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
２
月
１９
日
（日）

　
１０
時
〜
１５
時
（
小
雨
決
行
）

場
　
所

　
楠
山
公
園
（
橋
上
町
楠
山
）

内
　
容

　
特
産
品
販
売

　
イ
ノ
シ
シ
汁
販
売
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
山
里
の
家

　
蕁
６
４
―

７
０
３
７

四
万
十
・
足
摺
無
限
大
チ
ャ
レ

ン
ジ
ラ
イ
ド
・
プ
レ
大
会
開
催

の
お
知
ら
せ

　
高
知
県
西
南
地
域
を
∞
の
字
に

見
立
て
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
タ
イ
ム
や
勝
敗

を
競
う
レ
ー
ス
で
は
な
く
、
設
定

さ
れ
た
コ
ー
ス
を
時
間
内
で
ゴ
ー

ル
し
景
観
・
文
化
・
歴
史
を
楽
し

み
な
が
ら
、
自
転
車
で
し
か
味
わ

え
な
い
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
体

験
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

日
　
時

　
２
月
２５
日
（土）
〜
２
月
２６
日
（日）

映
画
「
エ
ク
レ
ー
ル
お
菓
子
放

浪
記
」
上
映
の
お
知
ら
せ

　
平
和
の
尊
さ
と
支
え
あ
う
人
の
こ

こ
ろ
の
優
し
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
映

画
で
す
。

　
こ
の
上
映
会
は
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
支
援
を
目
的
に
、
宿
毛
市

上
映
会
で
売
り
上
げ
た
総
額
の
５
％

と
、
す
べ
て
の
入
場
券
１
枚
か
ら
３０

円
を
、
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
金
と
し
て
、
あ
し
な
が
育
英
会

に
寄
付
い
た
し
ま
す
。

日
　
時

　
３
月
10
日
（土）

　
１０
時
〜
１１
時
４５
分

　
１４
時
〜
１５
時
４５
分

　
１９
時
〜
２０
時
４５
分

場
　
所
　

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料

・
前
売
券

　
一
般
　
　
１
、０
０
０
円

　
小
中
高
生
　
８
０
０
円

・
当
日
券

　
一
般
　
　
１
、５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

生
涯
学
習
課
（
宿
毛
文
教
セ
ン
タ

ー
内
）、
宿
毛
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
（社）
宿
毛
商
工
会
議
所
、
（社）
宿

毛
市
観
光
協
会
、
ス
リ
ー
エ
フ
各

店

参
加
人
数
及
び
参
加
費

・
足
摺
コ
ー
ス
（
２５
日
）
　
　

　
５０
人
　
６
、０
０
０
円

・
四
万
十
川
コ
ー
ス
（
２６
日
）
　

　
５０
人
　
８
、０
０
０
円

・
無
限
大
コ
ー
ス
（
２５
・
２６
日
）　

　
１
０
０
人
　
１
２
、０
０
０
円

申
込
み
期
限

　
２
月
１０
日
（金）

※
締
切
り
日
前
で
も
、
定
員
に
達

し
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

　　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
２５
日
（土）
に
本
市
を
通
過
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
立
ち

会
わ
れ
ま
し
た
際
は
沿
道
で
の
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
蕁
０
８
７
―

８
１
１
―

５
３
１
１
　
8http://shim

anto-m
ugendai.jp/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課
　
蕁
６
３
―

３
３
９
４
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平成１３年度
平成１４年度
平成１５年度
平成１６年度
平成１７年度
平成１８年度
平成１９年度
平成２０年度
平成２１年度
平成２２年度

１５，３５０円

１４，７６０円

１４，５４０円

１４，３４０円

１４，３８０円

１４，４４０円

１４，４７０円

１４，５８０円

１４，６６０円

１５，１００円

―
―
―
―
―

１０，８３０円

１０，８４０円

１０，９４０円

１０，９９０円

１１，３２０円

―
７，３８０円

７，２７０円

７，１７０円

７，１９０円

７，２２０円

７，２３０円

７，２９０円

７，３３０円

７，５５０円

―
―
―
―
―

３，６１０円

３，６１０円

３，６４０円

３，６６０円

３，７７０円

年　　度
全額免除　　　
若年者納付猶予
学生納付特例　

４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
？

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免

除
さ
れ
る
「
申
請
免
除
制
度
」
や
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

な
ど
が
該
当
す
る
「
法
定
免
除
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
若
年

層
（

２０
歳
代
）
の
方
を
対
象
と
し

て
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
や
納
付

猶
予
な
ど
を
受
け
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
は

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
よ

り
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
期
間
は

１０
年
以
内
（
例

え
ば
平
成

２４
年
２
月
分
は
平
成

３４

年
２
月
末
ま
で
）
で
あ
れ
ば
、
後

か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
（
追

納
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増

額
す
る
た
め
に
も
、
追
納
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納

割
引
が
あ
り
お
ト
ク
で
す
！

　
国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を
前

払
い
す
る
と
割
引
が
あ
る
「
前
納
」

と
い
う
制
度
が
あ
り
、

・
口
座
振
替
に
よ
る
「
前
納
」

・
現
金
納
付
に
よ
る
「
前
納
」

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ

る
「
前
納
」

の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
で
「
前
納
」

さ
れ
る
と
、
現
金
納
付
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
「
前
納
」

よ
り
も
割
引
額
が
多
く
お
得
で
す
。

口
座
振
替
前
納
に
は
、
当
月
分
保

険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
月
々

５０

円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、
現

金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６

カ
月
前
納
・
１
年
前
納
も
あ
り
、

大
変
お
得
で
す
。
　

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

・
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳

・
通
帳

・
金
融
機
関
届
出
印

を
持
参
の
上
、
市
民
課
年
金
係
ま

た
は
幡
多
年
金
事
務
所
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構

幡
多
年
金
事
務
所
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

日
 

時

　
２
月

２１
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時
（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所

　
宿
毛
市
役
所

受
　
付

　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間

　
８
時

３０
分
〜

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

・
定
期
便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送

ら
れ
て
き
た
書
類
一
式

・
認
め
印

・
代
理
の
場
合
は
委
任
状
（
家

族
で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
）

と
代
理
人
の
本
人
確
認
で
き

る
物
（
免
許
証
等
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
市
民
課
年
金
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

※追納保険料額は、保険料の「免除」、「若年者納付猶予」または、「学生納付特例」を受けた期
間の翌年度から起算して３年度目以降より、承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じ
た加算額が上乗せされます。

※追納は、先に経過した月の分から順次納めていただくことになります。
※追納には納付書が必要です。追納を希望される方は、市民課年金係または幡多年金事務所

（蕁０８８０―３４―１６１６）にご相談ください。

平成23年度（平成24年3月末日まで）に追納する場合の１か月分の保険料額
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昨
年

１２
月

２６
日
、
市
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
仕
事
納
め
の

２８
日
ま

で
の
３
日
間
は
本
庁
各
課
や
教
育

委
員
会
、
保
育
園
や
支
所
な
ど
す

べ
て
の
出
先
機
関
、
さ
ら
に
市
内

に
あ
る
国
や
県
の
出
先
機
関
や
幡

多
郡
内
の
各
首
長
に
就
任
の
あ
い

さ
つ
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
年
末
年
始
は
事
業
の
掌
握
や
引

き
継
ぎ
内
容
の
検
討
の
た
め
元
日

を
除
い
て
市
長
室
で
事
務
を
し
、

１
月
４
日
の
仕
事
始
め
に
は
、
文

教
セ
ン
タ
ー
で
職
員
に
対
し
年
頭

訓
辞
を
行
い
新
市
長
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
５
日
に
は
尾
闢

高
知
県
知
事
や
沖
の
島
出
身
の
岩

城
新
副
知
事
を
表
敬
訪
問
す
る
と

と
も
に
、
県
議
当
時
に
つ
な
が
り

の
あ
っ
た
県
の
各
部
長
や
課
長
に

宿
毛
市
行
政
へ
の
支
援
と
連
携
を

要
請
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
１
月
に
は
各
課
の
引
き
継
ぎ
事

項
な
ど
事
業
内
容
の
詳
細
説
明
を

受
け
、
２
月
に
は
３
月
定
例
議
会

に
提
案
す
る
当
初
予
算
の
査
定
に

入
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
選
挙
公

約
で
も
ふ
れ
て
い
た
消
防
署
の
移

転
新
築
の
課
題
に
取
り
組
み
、
宿

毛
小
中
学
校
の
学
校
建
設
に
つ
い

て
は
、
３
月
定
例
議
会
ま
で
に
市

長
と
し
て
の
具
体
的
な
方
針
を
決

定
し
ま
す
。
市
長
報
酬
の
３
割
減

額
に
つ
い
て
は
、
特
別
職
の
報
酬

等
の
審
議
会
を
開
き
、
答
申
を
受

け
た
後
、
副
市
長
の
選
任
議
案
と

と
も
に
１
月
末
の
臨
時
議
会
で
議

決
を
求
め
ま
す
。

　
消
防
署
の
移
転
新
築
に
つ
い
て

は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
国
や
県

の
震
災
対
策
の
見
直
し
が
予
想
さ

れ
る
中
で
、
本
事
業
を
心
配
す
る

思
い
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
前

市
長
が
招
集
し
た

１２
月
定
例
議
会

で
移
転
先
の
和
田
の
建
設
予
定
地

で
７
、３
０
０
万
円
の
基
礎
の
杭
打

ち
事
業
予
算
が
全
会
一
致
で
議
決

さ
れ
、
現
在
ま
で
総
額
１
億
７
、１

０
０
万
円
の
予
算
が
す
で
に
確
定

し
て
い
ま
す
。
市
長
選
挙
に
向
け

場
所
の
見
直
し
な
ど
を
訴
え
た

１０

月
初
旬
の
状
況
と
は
大
き
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。
建
設
場
所
の
新
た

な
移
転
先
を
提
案
し
て
い
な
い
中

で
現
位
置
か
ら
の
変
更
は
不
可
能

な
状
況
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
国
や
県
の
津
波
想
定

で
１
階
部
分
が
浸
水
す
る
予
想
が

で
て
も
消
防
署
の
機
能
を
果
た
せ

る
消
防
庁
舎
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
庁
舎
の
重
要
設
備
を
２
階

以
上
に
配
置
す
る
こ
と
や
、
消
防
・

救
急
車
両
を
高
台
へ
移
動
す
る
な

ど
運
用
面
で
工
夫
が
い
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
思
い
心
配
し
て

い
る
市
民
へ
詳
し
い
説
明
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
宿
毛
小
中
学
校
の
学
校
建
設
に

つ
い
て
は
、
小
学
校
を
早
急
に
建
設

す
る
こ
と
や
子
ど
も
た
ち
を
広
々

と
し
た
学
校
で
学
ば
せ
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
中
学
校
を
統
合
後
の

松
田
川
小
学
校
跡
へ
移
転
新
築
す

る
と
し
た
教
育
委
員
会
の
決
定
の

趣
旨
は
尊
重
し
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
松
田
川
小
学
校
の
立
地
場
所

は
県
に
よ
り
土
石
流
危
険
箇
所
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
新
た
に
公
共

施
設
を
建
設
す
る
に
は
今
後
、
検

討
を
有
す
る
場
所
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
新
宿
毛
小
学
校

の
校
舎
は
、
現
校
庭
の
可
能
な
限

り
南
側
に
寄
せ
、
運
動
場
は
現
在

の
校
舎
や
体
育
館
を
撤
去
し
た
後
、

西
側
に
現
在
よ
り
広
く
確
保
し
て

建
設
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
中
学

校
の
校
庭
は
現
小
学
校
の
校
庭
の

一
部
を
取
り
込
み
現
在
よ
り
広
く

な
り
ま
す
。
中
学
校
の
校
舎
に
つ

い
て
は
現
校
舎
の
耐
震
化
工
事
を

行
い
ま
す
。
こ
の
耐
震
化
で
新
築

よ
り
大
幅
な
建
設
費
の
削
減
が
可

能
と
な
り
、
全
般
に
遅
れ
て
い
る

市
内
小
中
学
校
の
教
育
環
境
の
整

備
費
用
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
同
時
に
震
災
対
策
と
し
て
、

小
学
校
の
新
体
育
館
は
市
内
高
校

の
体
育
館
の
よ
う
な
２
階
建
に
し

て
震
災
時
の
避
難
生
活
場
所
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
ま

す
。
新
小
学
校
の
校
舎
は
一
部
４

階
建
て
と
し
外
階
段
を
設
置
、
避

難
場
所
に
す
る
こ
と
な
ど
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
方
針
を

校
長
会
や
保
護
者
、
市
民
に
も
説

明
し
、
提
案
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、

宿
毛
小
学
校
の
設
計
予
算
議
案
を

３
月
定
例
議
会
に
提
案
す
る
予
定

で
す
。

　
各
事
業
に
お
い
て
は
何
よ
り
も

行
政
の
説
明
責
任
を
き
ち
ん
と
果

た
し
市
民
多
数
の
同
意
の
下
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

その他参加条件等ありますので、詳細は下記までお問
い合わせください。

択捉島、国後島、色丹島、歯舞諸島の北方四島は、歴
史上、一度も外国の領土になったことのない日本固有
の領土です。

【問い合わせ先】　高知県文化・国際課
　　　　　　　　蕁０８８－８２３－９６０５

「“いつか”を“今に”。
日本の国土、北方領土」

（平成２３年度北方領土返還要求運動に関する標語最優秀作品）

【問い合わせ先】　譖宿毛市観光協会　蕁６３－０８０１

第3回 宿毛市長杯ペアエギング大会参加者募集 2月7日は「北方領土の日」です
日　　時
集合場所
参 加 費

（保険料含む）

２月１９日（日）　受付 ３時～　開会式 ４時～
すくも８４マリンターミナル
①…男性　②…女性・高校生
事前振込　①２，０００円 　 ②１，０００円
当日払い　①３，０００円 　 ②２，０００円

宿
毛
市
長
　
沖
本
年
男

市
長
の
政
策
と
活
動
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市 役 所 税 務 課 9：00～17：00
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

2
※お昼休みも納付できます。

26（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

2
9（木）
23（木）

（水）2929
22 納期限

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先
1（水）
3（金）

5（日）

9（木）
10（金）

11（土）

12（日）

13（月）

16（木）

17（金）

18（土）

19（日）

20（月）

21（火）

23（木）
24（金）

25（土）

26（日）

4（日）

公的年金等の確定申告相談会（～3日）
小さな村の小さな展覧会（～7日）

宿毛市体育協会
　スカッシュバレーボール大会

夜間市税納付窓口開設日
第51回 宿毛市地区長連合会定期総会
2012 早春健全育成ジュニア駅伝大会

第26回 中学校バレーボール宿毛大会
（～12日）

第37回 宿毛サッカー選手権大会（社会人の部）
育児相談
ふれあい保育
ふれあい保育（体験入園）
通学路安全の日

子育て支援講演会
　「モッと！フッ素を知りたくなぁ～る！！」

糖尿病食料理教室
糖尿病食料理教室

第33回 解放文化祭（～19日）

第3回 宿毛市長杯ペアエギング大会
新港産直市
宿毛市体育協会 バドミントン大会

第5回 四国西南小学生駅伝競走大会
第11回 四国西南中学新人駅伝競走大会

梅まつり
あいさつ・声かけ運動日
出張年金相談
第2回 食良くはっぴい教室

行政相談「定例相談日」

夜間市税納付窓口開設日
第5回 宿毛の歴史講座「吉田茂と林譲治」

四万十・足摺
　無限大チャレンジライド・プレ大会（～26日）

休日市税納付窓口開設日

宿毛市体育協会
　社会人ミックスバレーボール大会

地産地消フェア
第10回 梓立祭

税　務　課　蕁63－1115
手代岡隣保館　蕁66－0756

総合運動公園　蕁66－1467

税　務　課　蕁63－1115
総　務　課　蕁63－0948
総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛幼稚園　蕁63－2914

各 保 育 園
総　務　課　蕁63－0948

保健介護課　蕁63－1113

市　民　課　蕁63－1112
市　民　課　蕁63－1112

正和隣保館　蕁63－2254

譖宿毛市観光協会 蕁63－0801
産業振興課　蕁63－1117
総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

山 里 の 家　蕁64－7037
青少年育成センター 蕁63－4197
市　民　課　蕁63－1112
保健介護課　蕁63－1113

松 岡 陽 一　蕁66－0110
福 田 延 治　蕁67－1778

税　務　課　蕁63－1115
宿毛歴史館　蕁63－5496

㈱JTBコミュニケーションズ
蕁087－811－5311

税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

産業振興課　蕁63－1117
企　画　課　蕁63－1118

宿毛文教センター
手代岡隣保館

宿毛市総合運動公園

市役所 税務課
宿毛文教センター
真丁商店街

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園

宿毛幼稚園

市内 各保育園
市内全域

地域子育て支援センター
すくすくひろば

宿毛文教センター
宿毛文教センター

正和隣保館ほか

すくも８４マリンターミナル

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園

楠山公園
市内全域
市役所（市民課で受付）
宿毛文教センター

宿毛文教センター

市役所 税務課
宿毛文教センター会議室１

四万十市安並運動公園
（メイン会場）

市役所 税務課

宿毛市総合運動公園

すくも84マリンターミナル
宿毛文教センター

9:30
9:00

9:00

17:15

9:00
10:20

8:30
9:00
9:00

10:00
9:30

14:30

18:00
11:00
13:00

9:30
3:00
9:00
8:30

9:00

10:00

10:00
10:00

13:00

17:15
13:30

9:00

9:00

10:00
15:00

3月

11日

12日

18日

19日

宿毛市野球場 今後のキャンプ情報

・2月10日（金）～2月19日（日）　

　関西学院大学硬式野球部

・2月20日（月）～3月4日（日）　

　日本生命野球部

【問い合わせ先】
　宿毛市総合運動公園　蕁６６－１４６７

後期高齢者医療保険料 8期

国民健康保険税 8期

介 護 保 険 料 8期

平成24年　２月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表



澤

肺がん検診
（胸部Ｘ線撮影）特定健診

健康診査 後期高齢者医療の方 胃がん検診
（胃透視〈バリウム〉検査）

大腸がん検診
（便潜血検査）

子宮がん検診
（細胞診、内診・視診）

乳がん検診
（乳房Ｘ線撮影）

40歳以上の国保の方
社保の扶養の方（※１）

前立腺がん検診
（血液検査） 40歳以上の男性40歳以上の女性

20歳以上の女性

40歳以上の方

●健康診査 ●がん検診（※２）

●婦人がん検診（※２）（※３）

平成２４年度の「各種健診申込書」を２月上旬に全世帯へ配布します。
提出先…市役所保健介護課、各支所、隣保館、地区長　

【申し込み・問い合わせ先】　保健介護課保健衛生係　蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

【申し込み・問い合わせ先】　保健介護課予防係　蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

　健康診査の“異常なし”は絶対の健康の保証ではありません。がん検診で全てのがんを発見するこ
とはできません。ですが、毎年の身体の変化の確認が病気の予防につながります。何もせずにがんの
早期発見はできません。１年に１度の健診（検診）の受診をお願いします。

　宿毛市在住の６５歳以上の方（昨年８月３０日の栄養教室に参加されていない方に限ります）で、
以下①～⑦のいずれかに該当する方を対象に、「第２回食良くはっぴい教室」を開催します。
　低栄養を予防して、自分らしくいきいきと生活するために、食事について考えてみましょう。

日　　時　２月２１日（火）　１０時～１４時
場　　所　宿毛文教センター　※希望者には送迎もあります。
内　　容　管理栄養士による低栄養に関する講話、簡単な調理実習・試食
参 加 費　無　料
必要物品　エプロン、三角布
申込締切　２月１４日（火）（ただし定員１５名に達し次第、締め切ります。）
※教室に参加できない方は、個別栄養相談も受け付けますので、お気軽にご連絡ください。

※１　社保の扶養の方は、保険者へ受診券を請求し、市の集団健診が受診可能かを確認の上でお申し
込みください。

※２　社保の方も、職場でがん検診を行っていない場合は、市の実施する検診が受診可能です。

※３　婦人がん検診は２年に１度となっています。

★３月１日（木） 提出締切です！

★健診（検診）内容／対象者

各健診の日程表は、４月に各世帯へ配布します。

①６カ月間で２～３㎏以上の体重減少がある②やせているといわれる③主食（ごはん）や主菜（肉・
魚などのおかず）を食べる量が減ってきた④牛乳・乳製品はほとんど食べない⑤１日に食べるのは２
食以下である⑥歯や飲み込みの問題がある⑦食べる気力や楽しみを感じられない

※上記の①～⑦のいずれかに該当する方は、低栄養の可能性があります。

新年度の健診（検診）の申し込みがスタートします！

今日からさっそく介護予防　寝たきり予防は食事から　～健康食生活で低栄養予防～
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３ 月 の 保 健 衛 生 事 業

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

14（水）
21（水）

12：30～13：00
12：30～13：00

宿毛市総合社会福祉センター
〃

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

6（火）
13（火）
15（木）
23（金）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
東部農村環境改善センター
西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

場 　 所 受 付 時 間日

［1歳6ヵ月児健康診査］対象児に個人通知します

7（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター

母子保健

健康相談

場 　 所 実 施 時 間日

2（金）

7（水）

9（金）
12（月）

22（木）

23（金）

18：30～11：00
19：30～11：00
19：30～11：00
13：30～15：00
19：30～11：00
10：00～11：30
10：00～12：30
12：00～14：30
18：30～11：00

鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
神 有 多 目 的 集 会 所
宇 須 々 木 公 民 館
山 北 集 会 所
小 筑 紫 老 人 憩 い の 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
沖の島開発総合センター
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー

【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

犬の引取り

●犬の引取りを希望される方は保健介護課にご連絡ください。

　～血液が不足する季節です～
　市民の皆さまには献血にご理解とご協力をいただき、
ありがとうございます。
　血液の適正な在庫備蓄の目安は3～4日間分です。こ
れは、予測不可能な事故、災害、また緊急手術等によ
る医療機関からの要請に速やかに血液を搬送できる最
低の備蓄量です。血液には有効期限があり、長い期間
にわたって保存することもできません。冬場から春先
にかけては、風邪や花粉症の流行により体調を崩す方
も多く、血液が不足しがちです。高知県内でも、12月
下旬から血液の在庫不足が続いております。

　『フッ素』のこと、耳にする機会が増えましたが、
まだまだ身近なものになっていないように感じます。
実際、フッ素を活用して予防活動をしている現役
の歯医者さんに、いつもは聞きにくいこと、なん
となく歯のことで気になることを聞いてスッキリ
しましょう。
　歯医者さんのイメージを『むし歯を作ってから
治療に行く歯医者さん』から、『むし歯を作らな
い食生活やフッ素の活用方法をともに考える歯医
者さん』に変えてみませんか？
　申し込みは不要です。
※託児スタッフが多数いますので、お子さま連れ
でおいでください。

日　時　２月１６日（木）
　　　　１４時３０分～１５時３０分
場　所　地域子育て支援センター
　　　　すくすくひろば
講　師　新谷　泰司　院長（にいや歯科医院）

【問い合わせ先】
幡多福祉保健所・歯科保健担当
蕁０８８０－３５－５９７９
宿毛市保健介護課　健康指導係
蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

子育て支援講演会
「モッと！フッ素 を知りたくなぁ～る！！」

　下記日程により献血の受付を実施いたします。ご協
力をお願いいたします。

※サングリーンクリハラで献血にご協力いただいた方
には、玉子１パックをご用意しています。

●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした簡
単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。

健康相談はどこでも受けることができます。

献 血

場　　　所 受 付 時 間日
12：30～17：00
19：00～12：30
14：00～17：30

19：00～12：30

幡多けんみん病院
サングリーンクリハラ
大 井 田 病 院
シ コ ク 精 工 ㈱

（高知西南工業団地）

3月 6日（火）

3月 7日（水）

3月 8日（木）



濆●宿毛市ホームページ〈アドレス〉http://www.city.sukumo.kochi.jp/ 〈電子メール〉e-mail:kikaku@city.sukumo.kochi.jp

発
行
／
宿
毛
市
 

編
集
／
企
画
課
 

薑
６
３
―

１
１
１
８
 

薨
６
３
―

０
１
７
４

平
成
24
年
２
月
１
日
発
行
（
毎
月
１
日
発
行
）

▼大月・土佐清水

四万十蜷

40㎞地点

フル10㎞地点

20㎞地点

橋上

神有

坂本

楠山

坂本ダム

平野

中角

和田

宿毛大橋

二ノ宮

すくも ひがしすくも

ひらた

文
教
セ
ン
タ
ー

（WC）

30㎞地点

松

　田

　　川

篠
　川

土佐くろしお鉄道

▲
宇
和
島

折返し

第3関門 25.7㎞

第5関門 38.3㎞

第2関門 16.5㎞

第1関門 9.7㎞

第4関門 32.9㎞

10㎞ゴール

宿毛市総合運動公園
（スタート・ゴール）

蜻
愛
南
・
宇
和
島

奥
奈
路

大会開催時は9時～16時までコースをランナーが走行
しますが、下記の時間帯については特に混雑が予想さ
れます。迂回する等のご協力をお願いします。

車 両 通 行 止 め 区 間
ランナーが往復する区間
ランナーが往復する区間
車 両 通 行 止 め 区 間
道幅が狭く混雑する区間

（9時～10時20分）
（10時前後）
（11時20分～14時）
（9時10分～11時40分）
（9時10分～11時00分）

10.7

10.1

6.0

2.1

3.8

14.5

41.3

16.7

25.5

28.1

30.5

39.5

大会開催日／平成24年3月18日（日）
フルスタート／9：00
10㎞スタート／9：15

①
②
③
④
⑤

宿毛花へんろマラソン大会コース図
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